
























はじめに 

最近のこどもは弱くなったといわれる。たとえば,些細なことで骨折するとか,長く立たせ

ておくと倒れやすいとかいわれ,その対応が社会的な関心を呼んでいる。これからの小児保

健においては，疾病の早期発見,早期対策の充実をはかるにとどまらず,健康のレベルを向

上させ,将来の社会を担うに足る心身の健康を確保しなければならない。 

小児の健康の向上には,正常な発育,発達を指標とし,疾病の予防,小児を取りまく社会的な

らびに精神的環境の整備が基本となる。小児の生活環境の大部分は家庭にあり,家庭保健の

推進により,より良き生活習慣をつけることが重要と考えられる。これには健康度をいかに

評価するかが第一のテーマである。健康度の評価には,現在の小児の健康と生活の実態に即

した適当な調査項目を検討する必要がある。昭和 55年度に実施された幼児健康度調査は現

時点における小児の健康を評価する極めて重要な資料であり,その詳細についてさらに解

析する必要がある。以上の観点から昨年度に引き続き研究を行った。 


